
豊かな自然と文化の薫る海上空港都市

市政だより

@n号

~ No.1060 

-人口の動き
(前月比〉

人口(男)33，621 +96 

(女)36，428 + 1 

(計)ア 0，049 +97 
世帯数 20，751 +22 

ア月4日現在

(6月24日 市営陸上競技場)

に負tすぎに a窃走れ
~大村市中体連陸上競技~

市内5中学枝から 代表 370人ガ出場男子20種目 女子15種目に熱戦を展開

女子走り高飛ひなど 9つの大会新記録ガ誕生し 会場は歓声と拍手にわきましだ

さて 重休みもはじまり 子供だちも大張りきりのことでしょうね

もちろん勉強も大事だけれど体を鍛えて重パテなと、13¥つ飛ばし 元気で2学期を迎えよう

告上月 I回発行 発行所/大村市役所古代(53)4111 編集/広報公聴課 印刷所/(有)三商堂
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保険税
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/
 の

お
と
し
よ
り
は
臼
歳
以
上
)
の
人

の
た
め
の
「
老
人
保
健
し
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
保
険
税
は
、
皆
さ
ん

の
健
康
維
持
の
た
め
に
、
加
入
者
全

員
に
平
等
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

みなさんが病気やケガをしても¥病院など

保険医の窓口へ保険証を出せば、かかつだ医

療費の3割(退職者医療制度の該当者は2割〉

を負担するだけで、安山して治療ガ受けられ

ます。 いまや¥健康な暮らしに¥国保はなく

てはならない制度となりましだ。

この大切な国保を支えているのが国民健康

保険税です。そこで今月は¥国保税について

みんなで考えてみましよう。
喜多
税

「
保
険
証
を
使
っ
て
い
な
い
の
に

な
ぜ
保
険
税
を
納
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
」

国
民
健
康
保
険
に
入
っ
て
い
る
あ

な
た
は
、
こ
ん
な
疑
問
を
も
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
は
、
国
保
を
一
般
の
生
命
保

険
や
損
害
保
険
と
同
じ
よ
、
つ
に
考
え

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
保
の
し
く
み
は
、
病
気
や
ケ
ガ
、

出
産
な
ど
に
対
し
て
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
が
日
頃
か
ら
収
入
に
応
じ
て
お

金
を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合

お
お
や
け

お
う
と
い
う
公
の
制
度
で
す
。

勤
務
先
の
保
険
に
入
っ
て
い
る
人

や
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以

多
費
と
援
税

い
ま
や
生
活
の
中
に
深
く
根
を
お

ろ
し
て
い
る
国
保
。

こ
の
制
度
か
な

か
っ
た
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
経
済
的

負
担
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
精
神
的

肉
体
的
苦
痛
を
背
負
い
こ
ま
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

国
保
は
、
病
気
や
ケ
ガ
の
よ
う
な

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
ふ
だ

ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
て

お
金
を
出
し
合
い
、
備
え
て
お
こ
う

と
い
う
助
け
合
い
の
精
神
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

院

9億7244万円
(29%) 

60年度保険給付費の内訳

入

老人保健拠出金

11億1878万円
(33%) 

来外

外
は
す
べ
て
国
保
に
入
り
、
保
険
税

を
納
め
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。保

険
税
は
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

と
合
わ
せ
、
保
険
事
業
を
行
う
た
め

の
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
財
源
な

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
保
険
税
を
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
ほ
か
の

加
入
者
と
の
公
平
を
欠
く
ば
か
り
で

な
く
、
加
入
者
み
ず
か
ら
が
、
事
業

の
健
全
な
運
営
を
妨
げ
て
し
ま
う
こ

と
に
も
な
る
の
で
す
。

.、61，420円、
¥ 

、
¥〈9290円

¥ 
¥ 

¥ 

¥ 

1，480円 60年度 ¥ 

¥1日当り費用額¥.... 13，670円

、¥3.960円¥¥
、直〔¥

90円

，900円

ロ
億
円

大村市の国保税の推移

億(意億{意
円円円円

仁コ
( 

っ
た
費
用
の

7
割
(
退
職

者
医
療
制
度
の
該
当
者
は

8
割
)
を
負
担
し
て
い
ま

す
。こ

の
費
用
は
、
皆
き
ん

が
納
め
ら
れ
た
保
険
税
や
、

国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
に

よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
貴
重
な
保
険
税
な

ど
を
有
効
に
使
、
つ
た
め
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
健

康
に
気
を
つ
け
て
、
正
し

い
保
険
診
療
を
受
け
る
よ

う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

60年度 1人当費用額

国
保
の
重
要
な
財
源
と
な
る
保
険

税
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ

る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

所得割額

あなたの世帯の前年中の収

入に応 じて計算されます。

平等割額

基
本
的
に
は
、
収
入
の
多
い
人
に

は
多
く
、
少
な

い
人
に
は
少
な
く
納

め
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
わ
け
で
、

収入に関係なく 、どの世帯

にも同じ額を納めていただ

こうという方法。

国保に加入した人数に応じ

て、一人いくらと計算する

方法。

均等書j額

- 2 -

12徳 707万円

※ 8月4日'"'-'10日・食品衛生週間 (食品の取り扱いには、十分ご注意を )

60 

61 

保
険
税
は
ゑ
グ

ゑ
ど
の
よ
う

l

多
安
わ
れ
る
か

皆
さ
ん
が
納
め
た
保
険
税
は
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
、

1

1
年
間
に
病
気
や
ケ
ガ
で
病
院
に
行

か
な
か
っ
た
人
が
い

っ
た
い
何
人
い

る
で
し
ょ
う
か
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
と
、
病
気

に
か
か
っ
た
り
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、

保
険
証
を
病
院
の
窓
口
に
提
出
す
る

と
、
診
療
・
治
療
な
ど
の
保
険
給
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

日
頃
、
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
国

保
の
大
切
な
財
源
が
保
険
税
で
す
。

ま
た
、
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き
の

助
産
費
、
国
保
加
入
者
が
死
亡
し
た

と
き
の
葬
祭
費
に
も
あ
て
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
問
歳
以
上
(
ね
た
き
り

舟
¥、

調
剤

歯
科

外
来

※住宅金融公庫・第 2固個人向け住宅融資受付中(8月29日まで)

入
院

所
得
割
額
、
平
等
割
額
、
均
等
割
額

の
合
計
額
が
、

1
年
間
の
保
険
税
で

す
。
保
険
税
は
、
そ
の
年
そ
の
年
に

よ
っ
て
違
う
の
で
す
。

納

期

|ま

8 7 
回月
)か

納ら
め翌
て年
し、 2
た月
だま
きで
ま

/す毎
。月

〈

4
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〉
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それでは、今年の保険税を 「国民健康保険税納税通

知書」で説明してみましょっ 。

度国民健康保険税納税通知書 下記のとおり各納期限

⑧所得割額

60年度分課税総所得金額X9.95%
※ 

までに納めて下さ い。
収入番号

課税総所得金額

① 所 f専 割 審員

被保険者数| 人u③均等割額|。平等 苦手l 官頁

① 算出 合 計 額

② 軽 {威 税額

③限度超過額

④ 年 税 害責

⑤月 割増減額

⑥ 減 免 宮貢

⑦一2決R 定年税額

円

円

円

円

円

1円

!円

円

円

t円

円

⑧均等割額

17，000円×加入者 4なたの年税額で
。平等割額 18，920円

以上の合計額が年税額となりこれを 8回に分けて納め

ていただきます。但し 、年税額の最高限度は37万円です

ので、@渇だ〉の合計額が37万円を超える場合は、 37万円

となります。また、合計額が32万円を超える場合は、右

表の所得区分による限度額となります。

※課税総所得金額とは、基礎控除(26万円 )以外の各種

控除(配偶者、扶養、老年者医療費、社会保険料控除

など)は適用きれません。

〈言十 算 例〉

①給与所得者
給与収入

給与所得

⑧所得割額

⑧均等割額

⑥平等割額

年税額

4人世帯の場合

300万円

193万5000円
9.95 

C 1，935，000 -(260，000十 20，000)J Xτ00 
164，670円

17，000円X4人=68，000円

18，920円

④+⑤+@=251 ，590円

限 度 額

所 得 区 分 課税限度額

600万円未満のとき 3 2万円

600万円以上 800万円未満のとき 3 4万円

800万円以上のとき 3 7万円

②農業所得者
農業所得

⑧所得割額

6人世帯 (4割軽減対象世帯の場合)

120万円
9.95 

(1，200，000-260， 000) Xτ00 

③老年者夫婦
年金収入

所得

⑧所得割額

⑮均等割額

⑥平等割額

年税額

2人世帯(6割軽減対象世帯の場合)

160万円

⑨均等割額

⑥平等割額

年税額

=93，530円

10，990円X6人=65，940円

12，210円

④+⑤+@=171 ，680円

25万円

O円

7，990円X2人=15，980円

8，860円

④+⑤+@=24，840円

4 -
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こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
保
険
税

は
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
遅
れ
て
い
る
方
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
納
め
ら
れ
る
よ
う
、
な
お
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
は
、
病
気
に
な

っ
て
は
じ
め

て
そ
の
大
切
き
が
わ
か
る
と
い
わ
れ

ま
す
。

「病
気
に
な
ら
な
い
か
ら
、

病
院
に
行
か
な
い
か
ら
、
保
険
税
を

払
う
の
は
い
や
だ
」
と
い
う
考
え
は
、

大
き
な
考
え
違
い
を
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

保
険
証
を
磁
多
く

4
陽
れい
ま
し

りう

国
保
は
あ
な
た
の
病
気
や
ケ
ガ
の

治
療
を
受
け
る
う
え
で
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
制
度
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
-
証
明
す
る
も
の

が
保
険
証
で
す
。

い
つ
も
身
近
に
お
き
次
の
こ
と
に

注
意
し
な
が
ら
大
切
に
使
い
ま
し
ょ

、「ノ
。

官
記
入
事
項
に
間
違
い
が
な
い
か
確

か
め
ま
し
ょ
、っ
。

カ
修
学
や
長
期
旅
行
の
た
め
に
、
家

族
と
離
れ
て
住
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
、
も
う
一
枚
の
保
険
証
が
発

行
き
れ
ま
す
。

保険年金課保険係へ

食
会
社
に
勤
め
た
り
、
や
め
た
り
し

て
健
康
保
険
も
変
わ

っ
た
と
き
は
、

そ
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

会
有
効
期
間
の
き
れ
た
保
険
証
は
使

え
ま
せ
ん
。

カ
保
険
証
の
貸
し
借
り
は
い
け
ま
せ

ん
。
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

食
い

つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
必
ず
手

元
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

健康の5悪
忍びよる成人病

国民健康保険のお尋ねは、

-E函-ヨ・

E翠EE盛蓮

- 5 ← 



61.8 市政万よりあおむら

成
ム
司
泊
目

ω
3
2を
受
け
ま
し
ょ
官
つ

ふ
μすよ

A
V

M
り

主的
W信白ロ康健

一
般
健
康
診
査
、
子
宮
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
検
診

胃
ガ
ン
検
診
、
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

成
人
病
は
、
的
歳
代
以
降
の
人
に
多
い

病
気
で
、
ガ
ン
¥
脳
卒
中
、
山
臓
病

な
ど
、
ガ
代
表
的
な
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
¥
早
期
発
見

・
早
期

治
療
を
す
れ
ば
¥
治
ら
な
い

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

今
年
度
か
ら
、

一
般
健
康
診
査
に
は
¥

肝
機
能
〈
検
査
も
加
え
ら
れ
¥
無
料
で
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
自
分
は
大
丈
夫
し
と
い
う
前
に
¥
年

に
一
度
は
¥
健
康
診
査
を
受
け
て
¥
健

康
状
態
を
確
め
ま
し
ょ
う
。

8
月

1
日
か
ら
実
施

実

施

す

る

期

間

一
般
健
康
診
査
、
子
宮
ガ
ン

・
乳
ガ

ン
検
診
、
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

8
月
1
日
幽
l
m
月
白
日
幽

胃
ガ
ン
検
診

8
月
4
日
間
j

9
月
5
日
働

対

象

と

な

る

人

刊
歳
以
上
の
人

(
子
宮
ガ
ン

・
乳
が

ン
検
診
は
却
歳
以
上
の
女
性
)

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
除

き
ま
す
。

②
医
療
保
険
各
法
の
保
険
者
あ
る
い

は
、
事
業
者
(
会
社
、
工
場
な
ど
)

- 6 -

(表1)一般健康診査実施医療機関

医療機関名 所 在 地 主巴旨 話 医療 機関 名 所 在 地 電 言言

メ寸色、 回 医 |完 桜 馬場 2丁目 @ 5588 長 山奇 医 F完 寿古町 @8615 

今回医院萱 j頼分院 田下郷 @ 7007 長 町P ヲ丙 F完 東 二 城 町 @l1123 

上 回 医 院 諏訪 1丁目 @3505 聖子 口 内科医院 西大村本 町 @2339 

大薗内科医院 松並 1丁目 @ 5546 原 医 pj元~ 宮 小路 1丁 目 @ 8427 

おお つか 内科医院 西二城町 @l8080 藤井内科医院 東本町 @ 3878 

岡 内科 医 院 東三城町 @3000 ヰ文 山 医 F完 宮 小路 2丁目 @ 7831 

)11 本内科 医院 久 原 1丁目 @ 5675 桝本産 婦人科内科医院 大 川田町 @ 8355 

妄.，歪 尾 医 院 西三城町 @2056 松 井 医 院 久原 2丁目 @l6624 

j.!I 藤 医 院 東本町 @ 1166 松尾外科 医 院 東本町 @3331 

佐藤外科医院 杭出津 2丁目 @3070 1会 尾 医 F完 王九島町 @ 4412 

沢田胃腸科内科医院 小 路口 本町 @ 1507 オ会 方丈 医 院 古町 2丁目 @2943 

早 田内科医院 竹松本町 @3530 南野内科消化 器科医院 束 三城町 @l3731 

田 山奇 医 |完 古 町 1丁目 @l1234 与 荊3 城 医 F完 池 田幸斤厨丁 @l5575 

寺 井 医 院 T久島 町 @3574 渡 i互 医 |安 ー の郷 @8546 

草月 長 医 R完 杭出津 2丁目 @ 5000 

※犬の放し飼いはやめましょう
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自

己

負

担

金

税
の
世
帯
に
属
す
る
人

(
生
活
環

境
課
で
、
健
康
診
査
一

部
負
担
金

免
除
の
証
明
書
を
交
付
し
ま
す

)

一
般
健
康
診
査

無
料
(
精
密
検
査

が
必
要
な
人

1
0
0
0
円
)

胃
ガ
ン
検
診

5
0
0
円

子
宮
ガ
ン
検
診

7
0
0
円

乳
ガ
ン
検
診

5
0
0
円

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

2
万
3
0
0
0
円
)

※
次
に
該
当
す
る
人
は
自
己
負
担
金

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

(日
帰
り
人

間
ド

ッ
ク
を
除
き
ま
す
。)

①
老
人
医
療
の
受
給
者

②
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
人

③
昭
和
日
年
度
の
市
民
税
が
非
課

申
(表2)胃ガン横診日程及び会場

申込期限 8月9日仕)

受付時間 9時-11時30分

万

法

f最4二、
コミ「 月日 i

子
宮
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
検
診

(市
立
病
院
以
外
で
受
診
さ
れ
る

人
)

直
接
、
医
療
機
関

(別
表
③
)
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

(
市
立
病
院
で

実
施
)

8
月
日
日
幽
ま
で
に
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
世
帯
主
名
、
電

話
番
号
を
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
診
者
数
に
制

限
いかあ
り
ま
す
の
で
、
定
員

(約

日
人
)
に
な
り
次
第
、
締
切
り
ま

す
。(

検
査
内
容
)
聴
打
診
、
血
圧
、

心
電
図
、
検
尿
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
(

胸
)、
血
糖
、
生
化
学
検
査
、
血
清
、

検
便
、
腹
部
超
音
波
、
胃
透
視
、

※
女
性
は
子
宮
ガ
ン
・
乳
ガ

ン
検

診
が
追
加
に
な
り
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

①
健
康
手
帳
(
お
持
ち
で
な
い
人
は

生
活
環
境
課
お
よ
び
各
出
張
所
で
交

付
し
ま
す
。)

②
健
康
保
険
証

③
結
果
連
絡
用
は
が
き
l
胃
ガ
ン
検

診
者
受
診
者
1
枚、

子
宮

・
乳
ガ
ン

検
診
受
診
者
(
市
立
病
院
受
診
者
)

2
枚

※
自
己
負
担
金
の
免
除
を
受
け
よ
、
っ

と
す
る
人
は
、
必
ず
、
次
の
い
ず

れ
か
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
で
な
い

と
き
は
、
自
己
負

担
金
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

(表3)子宮ガン・乳ガン横診実施医療機関

申込期限 8月15日幽

宣
る
人
医
療

受
給
者
証

②
大
村
市
生

活
保
護
受
給

証
明
書

③
健
康
診
査

費
一
部
負
担

金
免
除
証
明

書
(
該
当
す

る
人
は
申
し

出
て
く
だ
き

医療機関名 所在地 電 言舌 |

大 村市 立病 院 古賀島町 @2161 I 

大村中央産婦人科医院 水主町2丁目 @3850 I 

おび産婦人科 医 院 本町 @2226 

後藤産婦人科医院 西大村本町 @ 60l5 

長 竪子 ヲ丙 院 東三城町 @1l23 
福田産婦人科医院 古町1丁目 @6124 

桝 本 産 婦 人 科 内科医院 l大 川田町 @8355 

健康診査の申し込み・問い合わせば

生活環境課衛生係ヘ

( 8月から毎月、第 2 ・3土曜日が休業となります)

込

一
般
健
康
診
査

①
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

②
そ
の
他
の
人
は
、
実
施
医
療
機

関

(別
表
①
)
で
、
直
接
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
c

胃
ガ
ン
検
診
お
よ
び
、
子
宮
ガ
ン
・

乳
ガ
ン
検
診
を
市
立
病
院
で
受
診
希

望
の
人

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

世
帯
、
王
名
、
電
話
番
号
、
受

診
希
望
日
、
受
診
希
望
の
会

場

(別
表
②
)
を
、
は
が
き

ま
た
は
、
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
じ

8月4日(月) 大村市農協 福重支所

5日(刈 /1 竹松支所

6日制 11 萱j頼支所

7日(村 /1 西大村支所

8日幽 " 大村支所

18日(月) " 鈴田支所

19日(必 /1 二浦支所

20日(村 松原農協

21日(村 /1 

22日幽 吉原工業側 松山工場

25日(月) 竹松出張所

26日(火) 中地区公民館

27日(羽 " 
28日(村 福祉セ ンタ

29日幽 /1 

9月l日(月) 市コミ ュニティセンター

2日(火) /1 

3日(利 市民会館

4日嗣 " 
5日幽 西大村コミュニア イセンター

。大村市立病院での検診は 8月20日-10月8日まで

月・水・金曜日の午後に実施します。

受付時間 12時30分-12時50分

。ほかの医療機関は診療時間内に実施 します。

※金融機関休業日
- 7 -
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ト用量混じ焔
な
る
べ

く
簡
素
化

-
船
の
長
さ
は

5
m
以
内
で
集
積
地
へ

.
搬
入
は
、
午
後

9
時
ま
で
に

糧
霊
涜
し
ガ
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
き
れ
い
な
大

村
湾
を
守
る
た
め
、
精
霊
船
や
位
戦
な
ど
を
¥
海
や

川
に
涜
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

集

ゾ
積

地

指

{尽
舟
津
、
日
泊
、
溝
陸

三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ

i

三
浦
地
区

鈴
園
地
区

ド
下

大
村
地
区

市
役
所
横
埋
立
地

西
大
村
地
区

下
水
道
浄
水
管
理
セ

ン
タ

l
西
側

竹
松
地
区

オ
ー
ケ
ー
フ

l
ド
空
地

広
場

福
重
地
区

郡
川
河
口

松
原
地
区
九
電
2
号
(
伏
原
)
埋

立
地

萱
瀬
地
区

荒
瀬
、
田
下
、
黒
木
、

※
詳
し
く
は
、
各
町
内
会
長
、
各
出

張
所
ま
た
は
、
生
活
環
境
課
公
害

係

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

集

積

胞

へ

の

搬

入

①
撮
入
は
午
後
9
時
ま
で
に
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。

②
供
物
な
ど
は
分
け
や
す
い
よ
う
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

交

通
、規

制

を

ノ実

施

当
日
、
混
雑
と
事
故
防
止
の
た
め

午
後
7
時
初
分
か
ら
叩
時
却
分
ま
で

図
川
叩
の
通
り
交
通
規
制
を
実
施
し

ま
す
。

①
精
霊
船
を
車
む
運
搬
す
る
場
合
、

積
載
制
限
を
超
え
た
と
き
に
は
警
察

の
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通
行

は
で
き
ま
せ
ん
。

③
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は
、
大
村

地
区
は
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
入

口
交
差
点
、
西
大
村
地
区
は
パ
ー
ル

レ
ー
ン
前
と
松
並
の
交
差
点
、
福
重

地
区
は
寿
石
油
庖
前
交
差
点
と
し
ま

す
。
国
道
の
通
行
は
危
険
で
す
。
遠

回
り
で
も
決
め
ら
れ
た
所
を
横
断
し

て
く
だ
さ
い
。

花
火
の
事
故
を
防
ご
う

精
霊
流
し
で
は
、
よ
く
花
火
で
、

け
が
人
が
出
ま
す
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
事
故
い
か
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
矢
ビ
ヤ
、
乱
玉
は
危
険
で
す
の
で

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
当
日
、

所
持
し
て
い
る
場
合
は
警
察
で
預
り

ま
す
。

②
精
霊
船
1
隻
に
つ
き
1
名
の
花
火

責
任
者
を
決
め
、
そ
の
人
が
花
火
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

花
火
責
任
者
は
、
各
自
で
準
備
し
た

叩
セ
ン
チ
4
方
大
の
赤
い
布
な
ど
を

胸
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

@
化
火
は
次
の
場
所
で
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

-
人
出
で
混
雑
し
て
い
る
所

・
せ
ま
い
道
路

重量置重量置ヨ園E望圏直国E璽E望~望~三三
重重量童書歪璽~孟園冨層重三轟轟孟画匡重重

還元融資で整備が進む

簡易水道
融資額 9770万円

市立病院医療機器

融資額

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
の
積
立
金
の
一
部
は
住
民
生

活
の
安
定
向
上
に
、
直
接
役
立
つ
よ

う
そ
の
運
用
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
は
、

地
方
公
共
団
体
が
行
、つ
簡
易
水
道
事

業
、
病
院
事
業
な
ど
公
共
施
設
整
備

資
金
の
一
部
に
充
て
ら
れ
、
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
に
役
立

っ
て

い
ま
す
。

①
昭
和
的
年
度
の
事
業
で
資
金
の
一

部
巳
融
資
を
受
け
た
も
の

簡
易
水
道
事
業

南
部
大
村
地
区
(
三
浦
、
鈴
田
)

お
よ
び
上
部
大
村
地
区
簡
易
水
道

施
設
の
改
善
を
実
施
し
、
地
区
住

民
の
公
衆
衛
生
の
改
善
お
よ
び
生

活
安
定
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
事
業

患
者
監
視
装
置
(
心
電
図
モ
ニ
タ

ー
)
な
ど
の
医
療
機
器
お
機
種
を

購
入
し
、
皆
き
ん
の
健
康
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。

3470万円

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
に

見
舞
金
を

差
し
上
げ
ま
す

市
内
に
居
住
す
る
ね
た
き
り
老
人

に
対
し
、
慰
謝
と
福
祉
の
向
上
に
寄

与
す
る
た
め
、
ね
た
き
り
老
人
見
舞

金
を
差
し
上
げ
ま
す
。

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
日
歳
以

上
で
、
大
村
市
に
1
年
以
上
居
住

し
、
6
か
月
以
上
ね
た
き
り
で、

食
事
、
排
便
な
ど
日
常
生
活
に
介

助
を
要
す
る
人

支
給
手
続

該
当
す
る
人
は
、
地
区

民
生
委
員
を
通
じ
、
申
請
書
に
診

断
書
を
添
え
、

8
月
初
日
制
ま
で

に
保
護
課
厚
生
係
へ
提
出
し
て
く

だ
支
」
い
。

問
い
合
わ
せ

保
護
課
厚
生
係

一 8-

(上部大村地区簡易水道第4水源井)

※危険です。防火用水槽には近づかないでください
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-
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ

ロ
パ
ン

ガ
ス
販
売
庖
付
近

-
花
火
販
売
庖
や
玩
具
庖
付
近

・
駐
車
場
と
そ
の
付
近

④
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火
販

売
屈
で
は
、
道
路
に
向
け
た
花
火
の

陳
列
を
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

⑤
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で
は
、

万

一
の
事
故
に
備
え
て
、
消
火
用
水
、

器
具
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

川町
四
日
出

⑬⑧⑬@ 

⑥
人
や
車
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
よ
、
つ
な

花
火
の
使
い
方
は
、
法
令
違
反
と
な

り
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
注
意
事
項

(図 1)大村地区交通規制略図

'l1lIIIlA一般車刊行祭l卜3
号
被
保
険
者
の

付
加
年
金
は
ど
う
な
る

ー

夫
が
厚
生
年
金
加
入

間一

者
で
私
は
回
歳
め
主

婦
で
す
。
第
3
号
被
保
険

者
の
手
続
き
も
済
ま
せ
ま

し
た
が
、
市
役
所
窓
口
で

付
加
保
険
料
は
払
え
な
い

(図 2)西大村地区交通規制略図

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
払

っ
た
付
加
保
険
料
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
、
っ
か

0

1-
付
加
保
険
料
は
、
定
額
の
保
険

自

料

の
ほ
か
に
高
い
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
い
老
齢
給

付
を
受
け
た
い
と
い
う
要
望
に
こ
た

え
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

新
国
民
年
金
に
な
っ
て
か
ら
は、

九州
産業

早瀬
鉄工

協和町
公民館

問 中
E失T.所

大村
寿殿

自
営
業
者
な
ど
の
第
1
号
被
保
険
者

の
人
だ
け
が
付
加
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
よ
う
に
日
年
3
月
以
前

に
納
め
ら
れ
た
付
加
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
納
め
ら
れ
た
期
間
分
、
老
齢

基
礎
年
金
に
合
わ
せ
て
付
加
年
金
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

二
公
園

な
お
、
融
資
額
は
2
億
6
5
1
0

万
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。

， 9 -※都市ガス用ガス漏れ警報器普及促進全国統一キャンベーン実施中 (悪質な訪問販売にご注意を)

教
育
施
設
、
道
路
整
備
な
ど

簡
保
資
金
が
役
立
っ
て
い
ま
す

簡
易
生
命
保
険
の
積
立
金
は
確
実
、

有
利
で
き
ら
に
公
共
の
利
益
に
な
る

よ
う
に
運
用
す
る
こ
と
が
法
律
上
、

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
地
方
債
な

ど
へ
の
融
資
を
通
じ
て
、
皆
き
ん
の

暮
ら
し
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

①
昭
和
印
年
度
の
事
業
で
資
金
の
一

部
に
融
資
を
受
け
た
も
の

義
務
教
育
施
設

大
村
中
学
校
校
舎

新
築
、
大
村
中
学
校
屋
内
体
育
館

新
築
、
桜
が
原
中
学
校
校
舎
新
築

道
路
整
備

坂
口
皆
同
線
、
本
小
路

南
川
内
線
、

基
地
対
策

古
賀
島
町
沖
回
線
道
路

舗
装
、
本
小
路
南
川
内
線
道
路
改

良
舗
装

公
園
整
備

池
田
湖
公
園
、
植
松
第

4
u
h
M
m
w
h見
せ
い
剤

を
絶
滅
し
ま
し
ょ
う

(大 村 中 学 校 )

H

白
い
粉
。
と
呼
ば
れ
る
覚
せ

い
剤

禍
は
、
一
般
市
民
を
は
じ
め
と
し
、

青
少
年
や
主
婦
層
に
ま
で
浸
透
し
て

き
て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
の
中
毒
に
か
か
る
と
、

心
身
が
侵
き
れ
幻
覚
や
妄
想
か
ら
人

を
殺
傷
す
る
な
ど
大
変
悲
惨
で
す
。

た
っ
た

一
度
だ
け
と
好
奇
心
か
ら
使

用
し
た
こ
と
が
、
人
生
の
破
減
に
つ

な
が

っ
て
い
く
の
で
す
。
誘
惑
に
負

け
な
い
強
い
意
志
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

〈
覚
せ
い
剤
乱
用
者
の
特
徴
v

①
腕
や
足
に
注
射
の
跡
が
あ
る
。

②
顔
色
が
青
白
く
や
せ
て
、
は
は
が

こ
け
て
い
る
。

③
多
弁
に
な
り
、

の
ど
の
渇
き
を
訴

、える
。

④
能
能
尻
に
落
ち
つ
き
が
な
く
、
な
に

か
に
お
び
え
て
い
る

な
ど
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
身
近
に
こ
の
よ
う
な
人
を

見
か
け
た
と
き
は
、
大
村
警
察
署
ま

た
は
派
出
所
、
駐
在
所

へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い

。
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児童扶養手当克

明
特別扶養手当

苅UÐaJ~司
8月11日--9月10日

までに提出を

司泊
①
児
童
哀
養
手
当

父
親
の
い
な
い
児
童
ま
た
は
、
父

親
が
身
体
障
害
者
や
長
期
療
養
中
の

家
庭
で
、
そ
の
児
童
の
母
ま
た
は

養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

①
特
則
児
童
疾
養
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る

児
童
の
父
母
ま
た
は
、
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
収
容
施
設
に
入
所
し
て
い
る

児
童
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

①
現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
提
出
に

必
要
な
も
の

②
千
当
証
書

②
印
鑑

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
児
童
が
別
居
の
場
合
、
児
土尼
トか
属

す
る
住
民
票
(
世
帯
全
員
)

⑤
本
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、
前
住
所
地
の

ω年
一
分
所
得

証
明
書

⑥
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
年
金

弘、

h
p弘

畠
岡

-
a
E匂
A
M固

sag-将
A
V

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

午
前

8
時
日
分
(
広
島
原
爆
祈
り
の
日
)

午
前
刊
時

2
分
(
県
民
祈
り
の
日
)

正

午

(

全

国

戦

没

者

追

悼

式

)

8
月
6
日

8
月
9
日

8
月
日
日

広
島

・
長
崎
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
人
や
¥
戦
争
で
犠
牲
と

な
ら
れ
だ
人
だ
ち
の
め
い
福
を
祈
っ
て
¥
サ
イ
レ
ン
を
つ
八
円
筒
鳴
ら

し
ま
す
。

黙
と
う
を
さ
さ
げ
¥
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
い
だ
し
ま
し
ょ
う
。

証
書
(
児
童
扶
養
手
当
の
み
)

受
付
期
間

8
月
日
日
間
j

9
月
刊
日
附

提
出

・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
係

活
×
踊

受
給
中
の
人
は

所
得
状
況
届
の
提
出
を

8
月
刊
日
j
n
白

老
齢
福
祉
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る

人
は
、

8
月
の
支
払
い
を
受
け
た
ら

す
ぐ
に
、
福
祉
年
金
証
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
受
給
し
て
い
る
人
お
よ

び
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
の
状

況
を
審
査
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受

け
ら
れ
る
か
ど
、
っ
か
を
決
定
す
る
た

め
の
も
の
で
す
c

証
書
の
提
出
会
忘

れ
、
所
得
審
査
が
で
き
な
い
と
き
は

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
と
提
出
場
所

①
8
月
日
日
開
1
ロ
日

ω

各
出
張
所
、
保
険
年
金
課
年
金
係

②
8
月
日
日
肘
i
mω
日
出

保
険
年
金
課
年
金
係
の
み

持
っ
て
く
る
も
の

福
祉
年
金
証
書
、
印
鑑

※
障
害
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
た
人

は
、
法
改
正
に
よ
リ
障
害
基
礎
年

金
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
証
書

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

被
爆
者
健
康
診
断
を

行
い
ま
す

対

象

・

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
つ

て
い
る
人

・
健
嘆
診
断
受
診
者
証
を
持
っ
て
い

る
人

診
断
受
付
時
間

・
午
前
日
時
1
1
時

・
午
後
l
時
1
2
時
却
分

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
社
会
係
、

大

村
保
健
所
(
宮
(⑪
2
1
9
3
)

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
年

2
固
ま
で
、
希
望
に
よ
り
健
康
診

断
を
国
立
長
崎
中
央
病
院
、
大
村

市
立
病
院
て
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

健康診断日程

.Fl臼日 場 戸斤

8.27例。 福祉センター

28(木) 中地区公民館

29働 Tケ4公出芳三戸斤

9. 2 (火) 福 祉 センタ ー

3ヤド) 市コミュニテ ィ

4(柑 セ ン ター

5幽 Tケ4会出ヲ長戸斤

お
済
み
で
す
か

思
給
の
加
算
改
定
請
求

現
在
、
恩
給
を
受
取
っ
て
い
る

ω

歳
以
上
の
人
の
思
給
年
額
を
計
算
す

る
場
合
、
実
際
に
勤
務
し
た
年
数
に、

戦
地
勤
務
な
ど
の
特
殊
な
勤
務
を
行

nu 

っ
た
場
合
の
在
職
年
の
割
増
し
年
数

(
加
算
年
)
を
算
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
加
算
年
を
算
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
思
給
年
額
が
増
額
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
嶋
年
目
月
1
日
以
前
に
恩
給

を
裁
定
さ
れ
た
人
で
、
ま
だ
、
加
算

年
算
入
の
請
求
手
続
き
を
し
て
い
な

い
人
は
、
県
老
人
援
護
課
ま
た
は
市

福
祉
課
社
会
係
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月曜日~土曜日 、午前10時~午後 5時)

無
縁
墓
地
の
供
養
と

県
忠
霊
塔
墓
地
供
養

関
係
者
の

ご
参
列
を
お
願
い
し
ま

す
，

無
縁
墓
地
供
養

8
月
ロ
日

ω、
午
前
9
時、

無
縁

墓
地
(
市
火
葬
場
裏
)

県
忠
霊
塔
墓
地
供
養

8
月
ロ
日

ω、
午
前
叩
時
、

霊
塔
陸
軍
墓
地
前

合⑮4070(諏訪保育園内、

県
忠

戦
没
者
ご
霊
前
に

供
物
を
差
し
上
げ
ま
す

う
ら
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
供

物
を
各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通
じ
て

配
布
い
た
し
ま
す
。
届
か
な
い
人
は
、

福
祉
課
社
会
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※子育て電話相談室



と
-
氷
年
勤
続
町
務
連
絡
員
を
表
彰
(
絵
、
市
コ
ミ
セ
ン
)

昭
和
引
年
度
町
務
連
絡
員
総
会
ガ
行
わ
れ
」
永
年
勤

続
者
の
表
彰
な
ど
ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
。
表
彰
を
受
け
ら

れ
だ
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
(
叡
都
路
)

①
5
年

岩
崎
勝
摩
(
片
町
第
ペ
l
)

、
田
中
龍
男
(
池

の
坊
)
¥
中
井
政
次

(
上
諏
訪
)
¥
福
田
豊
(
下
諏
訪
)
¥

松
尾
E

m

(

古
町
5
区
)
¥
石
丸
政
幸
(
古
町
6
区
)
、
上
戸

義
男

(
杭
出
津
4
区
)、

貞
松
紀
敏
(
植
松
ペ1
7日)、

松
本
始
(
古
賀
富
田
)
、
松
尾
増

一
(
原
口
戸
パ
ー
ト
)

①
叩
年

菅
原
肇
(
育
楽
町
〉
、染
石
常
雄
(
竹
松
第
2
)

①
何
年

古
賀
昇

(池
田
9
区
)

の命

‘ 
2診メ" 

会場全員で叡いました(沼、市民会館)今

8団体、約 300人ガ出場して「大村市|

合唱祭」ガ開かれましだ。 I

自分たちの発表面のほか、会場いっぱ |

いの観客と一緒によみんなでつくろう.J I 
などを合唱しましだ。 J

環
境
の
緑
化
に
役
立
て
て
(
%
、
大
村
中
)

九
電
大
村
発
電
所
ガ
環
境
週
間
に
ち
な
ん
で
¥
苗

木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
皆
さ
ん
の
善
意
で
大
村
中
の

策
境
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す

どうです/決まってるでしょう (%、市コミセン) 千

大村ジャギ フレンドの第2固ミ二発表会ガ開かれ¥ ! 
会場いっぱいの人に、己頃の練習の成果を披露しましだ。 !

(少しは¥スマートに¥柔らかくなつだかな) .-J 

*パールハイム盆踊り大会 (8 月 23 日、午後 6 時30分~9 時、雨天のときは24 日 )
ーム

司
・
白
A



|ーliI.J 
ー
上
斗
合
人
を
や
つ
だ
感
想
は
。

疲
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
若
い
人

の
投
票
が
少
な
い
の
が
気
に
な
り
ま

l-1 

お
も
ち
ゃ
花
火
も

原

料

は

火

薬

トコ1:
冷
や
し
そ
う
め
ん
、
ス
イ
カ
、
風
鈴

・
、
夏
の
風
物
詩
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
庭
先
な
ど
で
興
じ
る
花

火
は
、
夏
の
夜
な
ら
で
は
の
も
の
。

し
か
し
、
小
き
な

ρ

お
も
ち
ゃ
花

火
U

と
あ
な
ど
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

花
火
が
原
因
で
火
災
が
発
生
す
る
こ

と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

(
昭
和

日
年
の
調
査
で
は

4
3
8
件
)

飛
ん
だ
花
火
で
と
ん
だ
事
故
を
ひ

き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
ぜ
ひ
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

lいll窃i哩/r¥惨

自丁け

れ

い
創
刊

±
1
J

桓

z

d
E司

(
H
U

円
/
」

ん
円
円
U

く

上

司

忠

信

引cu 

中島 大

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
人

間
が
、
も
っ
と
積
極
的
に
投
票
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
歩
く
の
が
困

難
な
お
年
寄
り
も
投
票
に
み
え
る
ん

で
す
か
ら
。

ー
l
投
票
は
何
回
目
で
す
か
。

知
事
選
が
初
め

て
で
、
今
日
で

2

回
目
で
す
。

ー

!
ど
ん
な
望

み
を
託
し
て
投
票

し
ぎ
し
た
か
。

暮
ら
し
ゃ
す
い

白
本
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
気
持
ち

を
こ
め
て
、
投
票

し
ま
し
た
。

ー

ー
で
は
、
最

後
に
、
多
津
子
さ
一
ん
の
理
想
の
男
性

ま。
や
は
り
健
康
な
人
。
そ
し
て
、
な

ん
て
っ
た
っ
て
、
私
を
一
番
大
事
に

し
て
く
れ
る
人
で
す
。

-
安
全
な
場
所
を
選
ぼ
う

周
囲
に
紙
く
ず
や
枯
れ
草
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
、
灯
油
な
ど
の
危

険
物
の
な
い
所
、
人
家
な
ど
の
建
物

か
ら
離
れ
た
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
、
つ

0

・
気
象
状
況
を
考
え
よ
う

風
が
強
い
と
き
や
異
常
乾
燥
注
意

報
が
出
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
、
っ
。

-
子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に

し
よ
う

子
供
た
ち
だ
け
で
花
火
を
し
て
い

⑭ 
② 

舗噴砂

湖齢;7 

ン
ド
ル
や
赤
道
が
つ
い
た
、
エ
ク
ア

ド
ル
の
国
旗
が
め
ず
ら
し
い
か
ら
好

き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
球
儀
を

み
な
が
ら
、
世
界
中
の
コ
イ
ン
集
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
界

旅
行
を
し
て
み
た
い
で
す
。

アグ r'~ノL登場
よく女の子と間違われますけど¥元気

な男の子です。愛きょうもあり¥人か

らも可愛いがられますね。このまま¥

素直に育ってくれることを願ってます。

そして長崎県の中山都市 川大村11 で頑

張って欲しいですね。(父 ・弘章さん〉

た
た
め
に
、
適
切
な
処
置
が
と
れ
ず

に
火
事
に
な
っ
た
り
、
や
け
ど
を
し

た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

-
注
意
書
き
を
よ
く
読
み
、
花
火
を

ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と
め
て
点

火
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う

-
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ょ

‘ヮマ
ッ
チ
や
花
火
の
燃
え
が
ら
は
、

必
ず
バ
ケ
ツ
に
捨
て
て
、
完
全
に
消

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
、
っ
。

ペ
初
診
瓜

hv

じすののはち非ととがつ幼くでにろも 現 の 供 れ と子でんし
てが希弱、に行にいって稚なはまうつ成象ひたるとで育あおて 強 年

、薄き自共をなうけ、な っ 、か とい 長でろち非こ し て り 母 は く Z 
身年さや己通子り困ら後域て体せなですすが、行うよに、きし 齢
に齢な罪規のるま つれ で に も は る り く る 。りそヤ刀、つ取愛んい正 に

uzE刊ド日立己込訂 i11241qi軒
JWA~ 一的でつみの乙なて
..一 軍 夏 自 生齢をに おてんは豊助
~五"-f] 然 じ化起も ら、な、か言

に てやこ憂 れ毎のおに y
物 い女す慮、 る日願父成乞
心 る子子き こ、いき長

つ白、E4

No.l0 

⑧
⑧
⑧
@
 

ぬ

eav@θ

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
心
や
態
度
が

育
成
さ
れ
ず
に
、
放
任
あ
る
い
は
過

保
護
に
育
て
ら
れ
た
こ
と
が
、
原
因

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
人
の
欲
望
に
は
限
り
が
な

く
、
物
の
豊
富
な
こ
の
時
代
に
は
、

う
っ
か
り
す
る
と
欲
望
や
不
満
に
堪

え
る
心
が
欠
け
て
来
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

子
供
へ
の
助
言
も
、
現
実
は
理
想

通
り
に
行
か
な
い
も
の
で
す
。
感
情

が
先
走
る
な
ど
好
ま
し
く
な
い
場
面

が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
親
子
と
も
に

努
力
す
べ
き
人
生
修
行
で
し
ょ
う
。

民

生

児

童

委

員

井

上

信

一

.静

フ

②

ブ

-
9・
穴

万

・
V
E
R
'
剛

崇

・'・4
.

に

利

略

'
p
h
会

る

刊

'・・4
表
い
は
m

h
，
‘
，
発
て
煎

e内
・
.
の
つ
大

b
岡
田
回
切

aa--RAI
り

こ
!
第
張

ロ
ス
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
以
来

人
気
が
高
ま
っ
て
き
た
新
体

操
を
、
大
村
で
も
盛
ん
に
き

せ
よ
、
っ
と
新
体
操
ク
ラ
ブ
を

つ
く
り
ま
し
た
。

初
め
は
体
操
教
室
に
集
ま
っ
た
体

操
好
き
の
仲
間
か
、
そ
の
後
も
リ
ボ

ン
、
リ
ン
グ
、
ボ
ー
ル
、
こ
ん
棒
、

縄
な
ど
の
手
具
に
興
味
を
も
ち
、
し

だ
い
に
練
習
の
場
が
ふ
え
、
今
で
は

週
に

1
回
、
日
曜
日
に
、
ろ
う
学
校

の
体
育
館
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

練
習
の
内
容
は
、
準
備
体
操
に
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
を
し
、
マ

ッ
ト
運

動
、
基
礎
運
動
に
続
い
て
手
具
に
は

い
り
各
自
、
自
分
の
動
き
を
練
習
し

ま
す
。
は
じ
め
は
手
具
不
足
が
悩
み

の
た
ね
で
し
た
が
、
手
具
の
寄
贈
も

あ
り
、
今
で
は
曲
に
合
わ
せ
て
動
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

今、

8
月
の
発
表
会
に
む
け
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に

下 lJ 主 tJ 今 f 今え 1E 小公松世~[l
広jfC B L25j宍3現主 iT志家 1Raヨタ
3言宗主2吋 27122市夫 2b、
ばiflitJ暗記5竺ア
すのすど 可--
。は 、ア 同盟国- ・E ・ ""堕盟蝿 j正、

事 いメ ・・凶轟週・・・・・・・・・・圃噌司・盟量 司司E

にエ ろリ 摺竃=~ーー司置置置邑凶E可 J、A
コク んカ 言里量箇置臥 a・・E爾乙』屋 、 I~

匂
も

来
て
く
だ
き
い
。
そ
し
て
、
あ
な
た

も
一
緒
に
新
体
操
で
汗
を
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

(
新
体
操
ク
ラ
ブ
の
美
少
女
)

①
大
村
新
体
操
ク
ラ
ブ
発
表
会

期
日

8
月
3
日
側
、
午
前

9
時

会
場
県
立
ろ
う
学
校
体
育
館
(
小

路
口
町
)

①
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

対

象

小

学

4
年
生

i
6
年
生

定

員

日

人

参
加
費

6
0
0
円
(
傷
害
保
険
加

入
金
、
手
具
借
用
料
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
体
操
協
会
(
宮
@
0
1
6

7
宮
下
、

@
9
1
0
2
柏
)

ヨ\9~~さもE3日8
わんぱくナージャの竜王退治(戸ニメ)

キラキラ(戸二メ)

松原出張所

竹松出張所

中地区公民館

西大村コミセン
三浦出張所

みんなで踊ろう

今日は七夕です(本文と写真は関係ありません)

福重出張所

萱瀬出張所

市コミセン

鈴田出張所

8月25日(目)
26日(火)

27日(水)

28日(木)

29日間

コミセン盆おどり

8 月 9 日(土)、午後 7 時~9 時

市コミュニティセンター

くじら太鼓、バンド演奏、バザー、グループ

作品展など多くの催しものを子定しています。

家族揃って踊りませんか。

円
〈

d
-
E
A
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就
堂
義
蒋
猶
弔
晶
隊
者
の

中
学
校
卒
業
認
定
試
験

受
験
資
格

②
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

で
あ
っ
た
人
で
、
昭
和
臼
年
3
月

乱
日
ま
で
に
日
歳
以
上
に
な
る
人

@
寺
常
小
学
校
ま
た
は
国
民
学
校

に
就
学
義
務
猶
予
免
除
さ
れ
た
人

@
杭
学
義
務
猶
予
免
除
を
受
け
ず
、

か
っ
、
義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
で
、

就
学
義
務
猶
予
免
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
事
由
に
相
当
す
る
事

由
が
あ
っ
た
と
文
部
大
臣
が
認
め

た
人

願
書
受
付
期
間

8
月
日
日
開
1
9

月
刊
日
附

受
験
案
内
請
求
・
問
い
合
わ
せ

県
教
育
庁
学
校
教
育
課
(
干
鰯
長

崎
市
江
戸
町
2
1
日
、

宮
長

崎

@

※
返
信
用
切
手

(1
2
0
円
)
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税

納
付
は
お
済
み
で
す
か

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
納
期

限
は
5
月
紅
白
ま
で
で
し
た
が
、
ま

た
納
付
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
至
急
、

納
め
て
く
だ
さ
い
。
遅
く
な
り
ま
す

と
、
年
利
U
・
6
%
の
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
転
居
な
ど
の
た
め
納
税
通

知
書
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、
至
急、

新
住
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

自
動
車
税

長
崎
県
自
動
車
税
事
務

所

(
宮
長
崎
②
8
8
3
5
)

軽
自
動
車
税

市
税
務
課
市
民
税
係

税
関
係
の

証
明
は
税
務
課
ヘ

従
来
、
税

(納
税

・
課
税

・
所
得
)

証
明
は
、
市
民
課
で
」
受
け
付
け
て
い

ま
し
た
が
、

7
月
1
日
よ
り
税
務
課

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

fZ江史
ぞ寄戸 総i
ご 託 時 一ー
来 ) 代 旦邑
館をの E
く展代 雪
だ示表 示
さ い 的 白
いた 内:~ 0己

。主義案
し( 肉
た大 ，-

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
会
議
室
の

閉
館
、ガ
午
後
問
時
に

従
来
、
午
後
9
時
ま
で
で
し
た
が

7
月
か
ら
1
時
間
延
長
し
、
午
後
日

時
閉
館
に
な
り
ま
し
た
。

編

物

技

能

横

定

文
部
省
認
定
で
す
。
誰
で
も
、

何

級
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

期
日

9
月
幻
目
的

場
所

諌
早
技
能
会
館
(
諌
早
市
)

検
定
料

1
級
1
8
0
0
0
円
、
2

級
1
5
0
0
0
円
、
3
級
l
3

0

0
0
円
、

4
級
1
1
0
0
0
円

申
込
期
限

8
月
白
日
出

問
い
合
わ
せ

日
本
編
物
検
定
協
会

長
崎
支
部
役
員
新
由
美
恵
子

(干
鰯

l
m百
小
路
二
丁
日
1

3

1
1
、

宮
(⑪
7
4
6
0
)

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
結
果

6
月
9
日

l
m日
に
実
施

し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
結

果
は
、
下
表
の
通
り
で
す
。

な
お
、

7
月
初
日
ま
で
に

通
知
が
な
か
っ
た
人
は
異
常

な
し
で
す
。

次
の
検
診
は
、
日
月
比
日

l
n
日
の
予
定
で
す
。

(大

村
、
西
大
村
以
外
の
地
区
)

自
分
の
健
康
を
確
認
す
る
た

め
に
も
、
年
に
1
回
は
ぜ
ひ
検
診
を

受
け
ま
し
ょ、っ
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
衛
生
係

寸

8
月
は
道
窟
を
守
る
月
間
|
|

J

一

あ

り

が

と

う

一

一

い
つ
も
私
の
通
る
道

一

「

l
i
l
-
-
8月
刊
日
は
道
の
日

し

0
0
0
6
 

講

演

日
時

8
月
7
日
側
、
午
後
2
時

場
所

市

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

演
題

初
年
代
の
農
に
活
き
る

講
師

鹿
児
島
県
身
体
障
存
者
悩
祉

協

会

会

長

近

藤

前

和

先

生

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

※
入
場
無
料
で
す
し
お
れ
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
レ

年齢 受診者
要.il互接

率(匁撮 影者

10代 5人 O入 O 

20代 45 O O 

30代 263 15 5.7 

40代 157 12 7.6 

50代 195 11 5.6 

60代 273 42 15.4 

70代 159 45 28.3 

80代 34 14 41.2 

90代 1 O O 

計 1，132 139 12.3 

第
何
回
ぜ
ん
そ
く
教
室

記

念

講

演

日
時

8
月
刊
日
側
、
午
後
1
時
却

分
1
4
時

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医

療
研
修
セ
ン
タ
ー

テ
l
マ

自
宅
と
学
校
に
お
け
る
小

児
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
の
管
理

講
師

国
立
療
養
所
南
福
岡
病
院

臨
床
研
究
部
長

西
間
三
馨
先
生

問
い
合
わ
せ

国
立
長
崎
中
央
病
院

(
宮
@

3
1
2
1
)

14 -
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A
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( 8 月 8 日、午後 2 時~ 3 時、市立図書館)

大
村
駐
屯
地
盆
踊
り

日
時

8
月
7
日
肘
、
午
後
6
時
初

分
1
9
時
別
分

場
所

大
村
駐
屯
地

内
容

盆
踊
リ
、
野
席
、
音
楽
演
奏

※
当
日
は
、
駐
屯
地
キ
ニ
般
開
校
し

ま
す
乙

※夏休み子ども大会

竹
松
納
涼
盆
踊
り
大
会

期
日

8
月
日
日
出

場
所

竹
松
第
一
公
民
館
横
遊
園
地

内
容

(午
後
4
時
j
)

た
た
き
売
り
、

(
5
時
加
分
j
)
金
魚
す
く
い
、
西

瓜
割
リ
、

(7
時
初
分
1
)
盆
踊
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大
村
ヱ
舟
」
も
劇
場

安
婦
王
さ
ま
ば
ん
ざ
い

j
劇
団
う
り
ん
こ
公
演
j

日
時

9
月

1
日
側
、
午
後
6
時
1

7
時
釘
分

場
所
中
央
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
大
村
子
ど
も
劇
場

(
宮

@
7
0
6
3
)

※
会
員
は
会
費
充
当
(
当
日、

入
会

も
で
き
ま
す
)

一
日
会
員

(
2
2
0
0
円
)

少
年
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

日
時

8
月
8
日
樹
、
午
前
日
時

※
雨
天
の
と
き
は
ロ
日

ω

場
所

大
村
競
艇
場

対

象

小

学
生
以
上

※
一
般
試
乗
も
行
い
ま
す
。

申
し
込
み

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ

l

ト
競
走
会
(
宮
@

6
1
9
4
)

o 
o 
Q 

消
費
生
活
通
信
講
座

受
講
者

配
布
き
れ
る
テ
キ
ス
ト
で
自
由
に

学
び
ま
す
。
学
習
意
欲
の
あ
る
人
は
、

誰
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

期
間

9
月
1
臼
年
2
月

内
容

①
商
品
の
価
格
を
考
え
る

②
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
と

ニ
ュ
ー

メ
デ
ィ
ア
③
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ

ジ
ー
と
消
費
生
活
④
現
代
の
食

傾

向

⑤

化
粧
品
を
考
え
る
⑥

暮
ら
し
の
た
め
の
処
方
茎

定
員

1
0
0
0
人

申
込
期
限

8
月
初
日

ω

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
、

県
生
活
セ
ン
タ
ー
(
宮
長
崎
③
2

7
8
1
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

健
康
的
に
や
せ
よ
う
会

生
活
・
運
動

・
栄
養
面
な
ど
を
考

え
な
い
か
ら
、
健
康
的
に
や
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
間

9
月

l
m月
(5
回
)

時
間

午
後
l
時
1
3時
初
分

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容

健
康
チ
ェ

ッ
ク
、
栄
養
の
基

礎
知
識
、
食
事
調
査
、
調
理
実
習
、

運
動
、
個
別
指
導
、
別
カ
ロ
リ
ー

の
お
や
つ
試
食
な
ど

対
象

却
歳

l
m歳
代
の
肥
満
で
悩

ん
で
い
る
人

定
員

初
人

(申
し
込
み
の
際
、
選

定
し
ま
す
)

申
込
方
法

電
話
で
生
活
環
境
課
衛

生
係
へ
。

受
付
期
間

家賃(月額)

21，800円

19，100円

6，300円

6，600円

3Q，000円

13，000円

23，200円

17，700円

間 取 り

6・6・4.5

6・6・5

2戸

6・4.5外

6・4.5・3

6 ・ 6・6

6・6・5

6・6・5

6・6・4.5

戸数

3戸

3戸

一戸

一戸
F
h
d
 

l戸

1戸

住宅名

東諏 訪

久原第 二

久原

竹 松

松並第 一

池 田

三城

原口

種
方自

第

市

営

住

宅

既

存

種

ヲ匂
ニE

8
月
1
日
幽
1
ロ
日

ω

一戸門べ
υ第

9，500円6・6・4一戸池田

(車椅子向 き)

募集期間 8月5日(火)-15日(針

申し込み 建築課住宅係

※収入などに制限があります。詳しいことは

建築課住宅係へ。

種

室

の

入

居

者

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

敬
称
略

《香
典
返
し
》

福
祉
基
金
へ

マ
遠
丘
山
克
己
(
平
町
)
叩
万
円

黒
木
小
学
校
へ

マ
一
瀬
ヨ
シ
(
黒
木
郷
)
保
管
庫

市
立
病
院
へ

マ
一
瀬
ヨ
シ
(
黒
木
郷
)
医
療
器
具

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
一
瀬
ヨ
シ

(
黒
木
郷
)
5
万
円

マ
臼
杵
哲
比
古
(
水、
王
町

一
丁
目
)

5
万
円

マ
牛
島
清
水

(古
町
二
丁
目
)
叩
万

円
マ
安
岡
幸
重
(
富
ノ
原
二
丁
目
)
初

万
円

マ
田
代
弘

(
植
松
三
丁
目
)
3
万
円

マ
佐
々
田
善
則
(
諏
訪
二
丁
目
)
叩

万
円

マ
吉
原
寛
(
玖
島
郷
)
叩
万
円

マ
川
口
敦
子
(
岩
松
町
)
日
万
円

《
一
般
寄
付
》

敬
称
略

清
和
園
ヘ

マ
大
村
歌
謡
愛
好
会
、
玉
扇
会
1
慰

マ
高
原
生
花
庖

i化

マ
エ
ク
レ
ア
、
グ
ル
ー
プ

l
む
し
パ
ン

マ
吉
田
政
夫
(
池
田
新
町
)
お
は
ぎ

マ
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ
、
森
・
中
位
同
・

岩
井
・
末
、
水
理
容
院

l
奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
水
田
ヨ
シ
エ

(南
高
深
江
町
)
金

一封

泉
の
里
ヘ

マ
堤
鈴
江
(
木
場
一
丁
目
)
叩
万
円

マ
大
黒
麗

i
茶
碗

マ
前
舟
津
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

1
1
万

円
マ
高
砂
老
人
会
、
ア

ロ
マ
グ
ル
ー
プ

H
蔚山
間

マ
天
理
教
諌
早
支
部
、
向
陽
高
校
衛

生
看
護
科
実
習
生
、
大
高
家
庭
ク

ラ
ブ
、
泉
の
里
入
居
者
家
族
会
、

好
田
・
井
手
・
鈴
木
・
和
田
理
容

院

l
奉
仕

慈
恵
荘
ヘ

マ
村
川
寿
朗
(
玖
島
郷
)
却
万
円

マ
森
治
(
寿
古
町
)
叩
万
円

マ
松
崎
和
春

(松
山
町
)
叩
万
円

マ
板
矯
養
鶏
場
ム
ぽ
凍
卵

大
村
子
供
の
蒙
ヘ

マ
赤
水
清
春

(本
町
)
1
万
円

マ
大
村
遊
魚
組
合
lμ
魚
釣
り
招
待

マ
に
せ
い
会

1
奉
仕

マ
長
崎
市
自
治
会
婦
人
部
、
大
高

{
丞
挺
ク
ラ
ブ

i
慰
問

泉
の
里
・
慈
恵
在
ヘ

マ
大
村
遊
漁
組
合
1
魚

マ
花
満

i化

9月4日、問い合わせ:大村入国者収容所8②2121)※入国警備官募集 (申込期限:
R
U
 



税
ス
ポ
ッ
ト
・

8
月
は
市
県
民
税

61.8 市政ゼよりおおむ5

当番医

(内・小)松永医院古町 2丁目 宮@2943

(眼)岩崎眼科医院本町 宮@34 3 5 

17日

(臼)
成人の健康相談 福祉センター 13:00-15: 00 

⑮40歳以上(主婦、自営業者など)⑮血圧測定ほか

三種混合 (2回目 )

中地区公民館、松原出張所

1日

幽

⑧ 9: 30-11 :00 19日|乳却児健康相談
(刈

14: 00-15: 00 

萱瀬出張所
当番医

(内・小)上田医院諏訪 1丁目 宮@35 0 5 

(耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町 宮@O6 48 

3日

(日)

20日

休)
妊婦教室(3)市役所健康相談室 13:00-16: 00 

⑮入浴のさせ方、育児用品のそろえ方ほか安産教室 市役所健康相談室 9: 00-11: 30 

(⑧ 9:30まで) ⑮母子健康手帳、ズボ ン

一般健康相談 市役所健康相談室 13: 00 -16 : 00 

⑮血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定

⑮みそj十(汁のみ少々)

4日

(月)

福祉センタ-13: 30 -15 : 30 機能訓練根気の会21日

(木)

成人の健康相談 福祉センタ 13:00-15:00 

⑬~"' 1 日幽と内じ

22日

樹乳幼児発達健診 保健所⑧ 9・30-10:00

⑮乳幼児の身体発育面、精神発達面などに不安

を持っている 人

乳鈎兜健康相談 松原出張所⑧13: 30 -15 : 00 

5日

(刈 〈

2
期〉

24日

(日)
当番医

(内・ノト)琴尾医院

(眼)楠木眼科医院

国
民
健
康
保
険
税

fi@2056 

fi@2711 

西三城町

東三城町 、

妊婦教室(4) 市役所健康相談室 13: 00 -16: 00 

⑮女性の生き方 、絵本の読み聞かせ、家族計画

27日

休)

妊婦教室(1)市役所健康相談室 13:00-16:00

⑮はじめて母親となる心得、妊娠中の保健ほか

6日

休)

7日

(柑

3歳男健康診査 コミ ュニテ ィセンター

⑧ 9: 30-10: 00、 13: 00 -13: 30 
⑮昭和58年 2月生まれ(57年 8月-58年1月生ま

れで、まだ受けてない人も受診してくださ L、)

害母子健康手帳、問診票

28日

(木)
8日

幽

福祉センター

T歳 6か月児健康診査

コミュニテ ィセンター⑧13: 00 -13 : 30 
⑪昭和60年 1月生まれ(59年 8月-12月生ま れ

で、まだ受けてない人も受診してくださ L、)

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ

機能訓練根気の会

13: 30-15: 30 

〈

2
期
)

オ歳6か月児健康診査

コミ ュニテ ィセンター

⑩⑨… 8日幽と同じ

29日

(針
当番医

(内)野口内科医院 西大村本町 宮@23 3 9 
(産・内)桝本産婦人科内科区院大111田町 宮@8355

10日

(日) ⑧13:00-13:30 

の
綿
期
で
す
。

当番医

(内・小)松井医院 久原2丁目 fi@6624

(外・内)原医院 宮小路 1丁目 宮@8427

30日

(日)
乳却児健康相談 竹松出張所

9:30-11 :00 ⑮ 0-6か月の乳児

13: 00-15: 00 ⑮ 7か月以上の乳幼児

⑮離乳食教室 10: 30より

11日

(月)

y.・ 4J，・・・斗 斗...t:>.... 

‘u ヘ 1

-.-. 

略号の説明

| ⑮一対象となる人 ⑧…受付

⑮…持ってくるもの ⑮…内容

当番医の診療時間

9:00-18:00 

12日

(刈
⑧ 9: 30-10:00 保健所育児相談

妊婦教室(2)市役所健康相談室 13:00 -16: 00 

⑮妊娠中の栄養、お産・妊婦体操ほか

13日

(7J<) 

ハh
u

編
一
集
一
室
一
雑
一
話

い
よ
い
よ
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
7
月
か
ら
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、
聞
い
て
み
ま

し
た
が
、
説
明
も
わ
か
り
や
す
く
、

解
説
も
渋
い
男
性
の
声
で
、
聞
き
や

す
い
も
の
で
し
た
。
皆
き
ん
も
、
ダ

イ
ヤ
ル
(
宮
@
4
1
4
0
)
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

朝
顔
に
つ
る
べ
取
ら
れ
て

も
ら
い
水
(
干
代
女
)

23日-26日、30日-9月2日)

8
月
の
定
例
相
談
日

※ 8月の大村ボート

て
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日

日

日
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m
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2
m
U
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聴

だ

(

(

(

(
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仮

公
く

日

報
談

眠

広
相

談

談

談

談

談

談

同

/
1、
世

-

H
E
f

一
二

相

相

午

ト
国

相

相

相

R
相

、

一一刻

産

t

は

コ
あ

権

政

律

事

金

サ

動

通

肘

相

す

仁

民
ま

人

行

法

不

安

年

崎

市
い

14日-19日、( 2日-6日、
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